
地
方
自
治
・
地
方
分
権
の
政
治
争
点
化

谷　

口　

尚　

子

一　

本
稿
の
目
的　

─
地
方
自
治
・
地
方
分
権
は
政
治
争
点
化
し
た
か
？
─

地
方
自
治
・
地
方
分
権
は
、
戦
後
一
貫
し
て
日
本
の
重
要
な
行
政
課
題
と
な
っ
て
き
た
が
、
近
年
で
は
「
政
治
課
題
」
と
し
て
の

面
も
注
目
さ
れ
る
。
全
国
的
あ
る
い
は
一
般
的
に
、
政
治
課
題
と
し
て
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
一
つ
の
契
機
は
、
一
九
九
〇
年

代
の
第
一
次
地
方
分
権
改
革
に
あ
る
だ
ろ
う
。
同
改
革
は
、
一
九
八
〇
年
代
の
行
政
改
革
、
及
び
一
九
九
〇
年
代
前
半
の
政
治
改
革

の
流
れ
を
受
け
て
推
進
さ
れ
た
。
機
関
委
任
事
務
制
度
の
廃
止
や
将
来
の
分
権
化
の
方
向
性
を
提
示
し
、
一
九
九
九
年
に
地
方
分
権

一
括
法
と
い
う
形
で
結
実
し
た
。

こ
の
改
革
は
ま
た
、
長
期
政
権
を
維
持
し
て
き
た
自
民
党
の
分
裂
、
非
自
民
連
立
政
権
・
自
社
連
立
政
権
の
成
立
と
い
う
、
日
本

政
治
の
大
き
な
変
動
を
背
景
に
進
め
ら
れ
た
（
西
尾
、
二
〇
〇
五

；

伊
藤
、
二
〇
〇
七
）。
旧
来
型
の
政
治
や
集
権
的
な
行
政
構
造

の
改
革
を
目
指
す
政
党
・
政
治
家
に
と
っ
て
、
地
方
自
治
や
地
方
分
権
は
重
要
な
政
策
主
張
で
あ
っ
た
。
以
降
、
既
存
政
党
と
の
違
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い
を
打
ち
出
し
た
い
新
党
や
、
時
と
し
て
国
政
や
中
央
官
庁
と
の
対
決
姿
勢
を
見
せ
る
地
域
政
党
等
が
、
顕
著
に
主
張
す
る
よ
う
に

な
っ
た
感
が
あ
る
。

そ
れ
で
は
地
方
自
治
や
地
方
分
権
は
、
日
本
で
政
治
課
題
や
選
挙
争
点
と
し
て
一
般
化
し
た
か
、
つ
ま
り
「
政
治
争
点
化
」
し
た

の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
こ
の
点
に
関
心
を
絞
り
、
選
挙
に
お
け
る
有
権
者
の
意
識
や
政
党
の
公
約
に
、
地
方
自
治
や
地
方
分
権
が

ど
の
よ
う
に
映
し
出
さ
れ
て
き
た
か
を
検
討
す
る
。
例
え
ば
一
九
六
〇
年
代
に
は
、
リ
ベ
ラ
ル
な
首
長
や
政
党
に
支
え
ら
れ
た
「
革

新
自
治
体
」
が
注
目
さ
れ
た
。
他
方
で
、
今
日
で
は
リ
ベ
ラ
ル
勢
力
に
限
ら
ず
、
地
域
主
義
や
住
民
中
心
主
義
を
打
ち
出
す
保
守
政

党
も
あ
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
日
本
に
特
有
な
の
か
、
そ
れ
と
も
他
国
で
も
見
ら
れ
る
の
か
、
比
較
の
観
点
か
ら
も
検
討
し
た
い
。

二　

有
権
者
意
識
に
お
け
る
地
方
自
治
・
地
方
分
権

ま
ず
、
選
挙
に
お
い
て
有
権
者
が
ど
の
よ
う
に
地
方
自
治
や
地
方
分
権
を
意
識
し
て
き
た
か
、
公
益
財
団
法
人
「
明
る
い
選
挙
推

進
協
会
」
が
毎
総
選
挙
後
に
行
っ
て
い
る
意
識
調
査
に
基
づ
い
て
、
確
認
し
て
み
よ
う
。
こ
の
調
査
は
、
有
権
者
が
投
票
時
に
考
慮

し
た
問
題
・
政
策
課
題
を
、
複
数
選
択
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
（
蒲
島
、
一
九
九
七
他
）。「
福
祉
・
介
護
」「
景
気
・
物
価
」「
税

制
問
題
」
の
よ
う
に
、
ほ
ぼ
毎
調
査
で
選
択
肢
に
含
ま
れ
る
問
題
も
あ
れ
ば
、「
郵
政
民
営
化
」
の
よ
う
に
一
時
的
に
選
択
肢
に
含

ま
れ
る
時
事
問
題
も
あ
る
。

図
１
の
通
り
、
一
九
九
〇
年
・
一
九
九
三
年
実
施
の
総
選
挙
後
の
調
査
で
は
、
回
答
者
の
約
二
〇
％
が
「
行
政
改
革
」
と
い
う
問

題
を
考
慮
し
た
と
答
え
て
お
り
、「
橋
本
行
革
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
一
九
九
六
年
に
は
、
そ
れ
は
二
九
％
に
上
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年

410



か
ら
二
〇
一
二
年
の
衆
院
選
後
調
査
に
は
「
地
方
分
権
」
が
選
択

肢
に
加
え
ら
れ
て
お
り
、
選
挙
争
点
と
し
て
社
会
的
に
認
知
さ
れ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
総
選
挙
で
地
方
分
権
を
考

慮
し
た
回
答
者
は
六
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、「
地
域
主
権
」
を

公
約
に
盛
り
込
ん
だ
民
主
党
が
政
権
を
得
た
二
〇
〇
九
年
総
選
挙

で
は
、
十
四
％
に
達
し
た
。
他
方
で
東
日
本
大
震
災
後
の
二
〇
一

二
年
総
選
挙
後
調
査
で
は
、「
防
災
対
策
」
や
「
震
災
か
ら
の
復

興
」
が
選
択
肢
に
追
加
さ
れ
て
関
心
を
集
め
た
せ
い
か
、
地
方
分

権
を
考
慮
し
た
と
い
う
回
答
は
六
％
に
止
ま
っ
た
。
二
〇
一
四
年

総
選
挙
後
調
査
で
は
、「
地
方
分
権
」
に
代
わ
り
「
地
域
振
興
」

と
い
う
選
択
肢
が
加
わ
っ
て
、
十
二
％
の
人
が
こ
れ
を
考
慮
し
た

と
回
答
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
一
九
九
〇
年
代
ま
で
行
政
改
革
の
一
環

と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
地
方
分
権
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
は
選

挙
争
点
と
し
て
独
立
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
の
注
目
は
二
〇
〇
九
年
の
民
主
党
政
権
成
立
時
に
ピ
ー
ク

を
迎
え
る
が
、
東
日
本
大
震
災
後
は
防
災
や
地
域
振
興
等
に
有
権

30％

25％

20％

15％

10％

5％

0％
1990年 1993年 1996年 2000年 2003年 2005年 2009年 2012年 2014年

行政改革 地方分権 地
域
振
興

図 1　総選挙投票時に「行政改革」「地方分権」「地域振興」を考慮した有権者の割合

（「明るい選挙推進協会」調査）
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者
の
関
心
が
移
っ
た
よ
う
に
も
見
え
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
一
四
年
十
二
月
実
施
の
総
選
挙
で
「
地
域
振
興
」
が
注
目
さ
れ
た
背
景
に

は
、
そ
の
年
の
前
半
に
『
地
方
消
滅
』（
増
田
、
二
〇
一
四
）
が
発
表
さ
れ
て
地
方
自
治
体
の
近
未
来
に
関
す
る
危
機
感
が
高
ま
っ

た
り
、
政
権
が
「
地
方
創
生
」
の
方
針
を
打
ち
出
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

こ
う
し
た
有
権
者
の
地
方
自
治
・
地
方
分
権
へ
の
関
心
と
投
票
行
動
と
の
関
係
を
、
東
京
大
学
・
朝
日
新
聞
社
共
同
世
論
調
査
の

デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
、
よ
り
詳
し
く
確
認
し
て
み
る
。
こ
の
調
査
は
二
〇
〇
三
年
衆
院
選
か
ら
開
始
さ
れ
、
デ
ー
タ
が
公
開
さ
れ
て

い
る
（
谷
口
将
・
三
輪
、
二
〇
一
五
）。
二
〇
〇
五
年
衆
院
選
後
の
調
査
に
、
投
票
時
に
重
視
し
た
問
題
を
複
数
問
う
質
問
項
目
が

あ
る
。
表
１
の
よ
う
に
、
比
例
で
投
票
し
た
政
党
別
に
「
地
方
分
権
」
を
重
視
し
た
人
の
割
合
を
確
認
す
る
と
、
自
民
党
投
票
者
で

は
六
・
八
％
、
民
主
党
投
票
者
で
は
十
二
・
六
％
、
公
明
党
投
票
者
で
は
三
・
六
％
、
共
産
党
投
票
者
で
は
一
〇
・
二
％
、
社
民
党

投
票
者
で
は
四
・
三
％
、
国
民
新
党
投
票
者
で
は
二
十
二
・
二
％
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
共
産
党
を
除
く
既
存
政
党
に
投
票
す

る
人
に
比
べ
、
民
主
党
や
国
民
新
党
と
い
っ
た
比
較
的
新
し
い
政
党
に
投
票
す
る
人
が
、
地
方
分
権
を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。

次
に
「
地
方
分
権
」
へ
の
関
心
と
投
票
政
党
の
関
係
を
確
認
で
き
る
の
は
、
二
〇
一
〇
年
参
院
選
時
の
調
査
デ
ー
タ
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
、
回
答
者
に
参
院
選
で
重
視
し
た
問
題
三
つ
を
選
択
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
民
主
党
投
票
者
の
五
・
四
％
、
自
民
党
投

票
者
の
二
・
七
％
、
公
明
党
投
票
者
の
三
・
一
％
、
共
産
党
投
票
者
の
六
・
一
％
、
社
民
党
投
票
者
の
六
・
五
％
、
国
民
新
党
投
票

者
の
十
一
・
一
％
、「
み
ん
な
の
党
」
投
票
者
の
二
・
七
％
、
新
党
改
革
投
票
者
の
三
・
三
％
が
、「
地
方
分
権
」
を
重
視
し
た
問
題

に
挙
げ
て
い
た
。
選
択
で
き
る
問
題
が
三
つ
に
限
ら
れ
る
た
め
、
全
体
的
に
「
地
方
分
権
」
の
選
択
率
が
低
く
な
っ
て
い
る
が
、
こ

こ
で
も
民
主
党
や
国
民
新
党
、
ま
た
社
共
と
い
っ
た
リ
ベ
ラ
ル
政
党
へ
の
投
票
者
で
、
高
く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

二
〇
一
二
年
と
二
〇
一
四
年
衆
院
選
調
査
も
同
様
に
、
選
挙
に
際
し
て
重
視
し
た
問
題
を
回
答
者
に
三
つ
選
択
さ
せ
て
い
る
。
前
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者
で
は
、
民
主
党
投
票
者
の
一
・
七
％
、
自
民
党
投
票
者

の
一
・
〇
％
、
公
明
党
投
票
者
の
〇
・
六
％
、
日
本
未
来

の
党
投
票
者
の
一
・
三
％
、「
み
ん
な
の
党
」
投
票
者
の

一
〇
・
九
％
、
日
本
維
新
の
会
投
票
者
の
九
・
六
％
が
、

「
地
方
分
権
」
を
重
視
し
た
問
題
に
挙
げ
て
い
た
。「
み
ん

な
の
党
」
や
日
本
維
新
の
会
と
い
っ
た
新
し
い
勢
力
が
、

地
方
分
権
に
つ
い
て
期
待
を
集
め
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た

後
者
で
は
、
自
民
党
投
票
者
の
二
・
二
％
、
民
主
党
投
票

者
の
二
・
〇
％
、
公
明
党
投
票
者
の
六
・
六
％
、
共
産
党

投
票
者
の
一
・
三
％
、
次
世
代
の
党
の
投
票
者
の
四
・

〇
％
、
そ
し
て
維
新
の
党
投
票
者
の
十
一
・
九
％
が
地
方

分
権
を
投
票
に
際
し
て
重
視
し
て
い
た
。
こ
こ
で
も
、
地

域
政
党
「
大
阪
維
新
の
会
」
の
流
れ
を
汲
む
維
新
の
党
に

投
票
し
た
人
の
、
地
方
分
権
へ
の
関
心
が
高
い
こ
と
が
示

さ
れ
た
。

し
か
し
新
党
の
そ
の
後
を
見
る
と
、
二
〇
一
八
年
現

在
、
国
民
新
党
・「
み
ん
な
の
党
」
は
解
党
、
維
新
の
党

各党への投票者 2005年調査 2010年調査 2012年調査 2014年調査
自民党 投票者 6.8% 2.7% 1.0% 2.2%
民主党 投票者 12.6% 5.4% 1.7% 2.0%
公明党 投票者 3.6% 3.1% 0.6% 6.6%
共産党 投票者 10.2% 6.1% 0.0% 1.3%
社民党 投票者 4.3% 6.5% 0.0% 0.0%
国民新党 投票者 22.2% 11.1% － －

新党日本 投票者 0.0% － － －
新党大地 投票者 0.0% － 0.0% －
みんなの党 投票者 － 2.7% 10.9% －
新党改革 投票者 － 3.3% 0.0% －
たちあがれ日本 投票者 － 0.0% － －
日本未来の党 投票者 － － 1.3% －
日本維新の会・維新の党 投票者 － － 9.6% 11.9%
次世代の党 投票者 － － － 4.0%
生活の党 投票者 － － － 0.0%

表 １ 　�各選挙における各党投票者が投票時に「地方分権」を重視した割合（東京大
学・朝日新聞社共同世論調査）

＊網掛け部分は比較的割合が多いことを示す。
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は
一
部
が
日
本
維
新
の
会
に
引
き
継
が
れ
る
も
議
席
数
は
大
幅
減
、
民
主
党
は
民
進
党
と
改
名
後
に
東
京
都
の
地
域
政
党
「
都
民

フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
」
か
ら
発
し
た
「
希
望
の
党
」
と
の
合
併
で
混
乱
し
て
い
る
。
そ
の
「
希
望
の
党
」
も
地
域
主
権
を
掲
げ
て
注
目

さ
れ
た
が
、
二
〇
一
七
年
の
総
選
挙
で
は
予
測
さ
れ
た
ほ
ど
の
議
席
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
党
に
投
票
し
た
人
が
地
方
分

権
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
だ
が
、
国
政
の
壁
は
厚
く
、
政
党
の
方
が
安
定
し
た
勢
力
を
確
保
で
き
て
い
な
い
。

つ
ま
り
、
地
方
分
権
を
政
治
が
本
格
的
・
全
国
的
に
推
進
す
る
状
況
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
も
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
地
方
分
権
は
限
ら
れ
た
政
党
し
か
主
張
し
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
次
章
で
は
政
党
の
選
挙
公
約
の
内
容
と
変
遷
を
確

認
し
た
い
。

三　

政
党
の
選
挙
公
約
に
見
ら
れ
る
地
方
自
治
・
地
方
分
権

㈠　

国
内
の
状
況

政
党
の
選
挙
公
約
の
内
容
を
検
討
す
る
た
め
に
、M

anifesto Research Group (M
RG) 

と  Com
parative M

anifesto 

Project (CM
P)

と
い
う
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
デ
ー
タ
作
成
法
を
援
用
す
る
。M

RG

は
一
九
七
九
年
に
英
エ
セ
ッ
ク
ス
大
学
の

イ
ア
ン
・
バ
ッ
ジ
教
授
が
始
め
た
も
の
で
、
戦
後
の
民
主
主
義
国
家
の
政
党
の
選
挙
公
約
・
綱
領
等
を
収
集
し
、
そ
の
内
容
を
統
一

的
方
法
で
デ
ー
タ
化
し
た
。
後
継
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
るCM

P
は
、
現
在
ド
イ
ツ
の
社
会
科
学
セ
ン
タ
ー
（Social Science 

Research Center Berlin

）
を
本
拠
地
と
し
、
五
〇
か
国
以
上
の
政
党
の
選
挙
公
約
・
綱
領
等
を
デ
ー
タ
化
、
公
開
し
て
い
る

（K
lingem

ann,et al., 2007

）。
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そ
の
デ
ー
タ
作
成
法
で
は
、ま
ず
政
党
の
選
挙
公
約
等
の
文
書
を
一
文
ず
つ
に
分
解
す
る
。MRG

／CM
P

の
訓
練
を
受
け
た
コ
ー

ダ
ー
が
各
文
の
意
味
を
読
み
取
り
、
五
十
六
種
類
の
政
策
コ
ー
ド
の
う
ち
最
適
な
も
の
一
つ
を
各
文
に
割
り
当
て
て
い
く
。
五
十
六

種
類
の
政
策
コ
ー
ド
は
、「
国
際
関
係
」「
自
由
と
民
主
主
義
」「
政
治
・
行
政
シ
ス
テ
ム
」「
経
済
」「
福
祉
」「
社
会
価
値
」「
社
会

集
団
」
の
七
つ
の
分
野
に
分
か
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、「
政
治
・
行
政
シ
ス
テ
ム
」
分
野
の
「
地
方
分
権
（D

ecentralization

）」

と
い
う
コ
ー
ド
に
注
目
す
る
。
こ
の
コ
ー
ド
は
、
連
邦
主
義
・
地
方
分
権
、
地
域
的
な
自
律
性
・
慣
習
・
象
徴
の
維
持
、
非
都
市
部
・

補
助
金
等
へ
の
配
慮
等
、
地
方
の
利
益
推
進
に
関
わ
る
文
に
振
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
文
が
政
党
の
選
挙
公
約
の
中
で
、

ど
の
程
度
の
割
合
を
占
め
る
の
か
が
、
重
要
な
デ
ー
タ
と
な
る
。
筆
者
はM

RG

／CM
P

の
コ
ー
ダ
ー
訓
練
を
受
け
た
後
、
一
九

六
〇
年
代
以
降
の
日
本
の
衆
院
選
時
の
政
党
の
選
挙
公
約
等
を
収
集
、
デ
ー
タ
化
し
た
（
谷
口
尚
・
ウ
ィ
ン
ク
ラ
ー
、
二
〇
一
五
）。

図
２
で
は
比
較
の
た
め
、
自
民
党
、
公
明
党
、
民
主
党
、
社
会
党
／
社
民
党
、
共
産
党
、
日
本
維
新
の
会
／
維
新
の
党
の
選
挙
公

約
の
中
で
、
地
方
の
利
益
推
進
に
関
わ
る
文
が
占
め
た
割
合
の
推
移
を
示
し
た
（
一
九
七
九
年
総
選
挙
時
の
選
挙
公
約
は
収
集
が
困

難
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
こ
で
は
割
愛
し
て
い
る
）。
こ
れ
に
よ
る
と
、
一
九
六
〇
年
代
に
公
約
の
中
で
地
方
の
利
益
を
主
張
し
て
い

た
の
は
社
会
党
で
あ
り
、
一
九
八
〇
年
代
初
頭
と
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
（
当
時
は
社
民
党
）
に
も
多
く
主
張
し
て
い
る
。
次
い
で
、

一
九
七
〇
年
代
に
は
公
明
党
が
多
く
主
張
す
る
よ
う
に
な
り
、
二
〇
〇
九
年
に
同
水
準
に
達
し
た
後
、
二
〇
一
四
年
に
急
増
し
て
い

る
。
共
産
党
は
一
貫
し
て
そ
れ
ほ
ど
主
張
し
て
い
な
い
が
、
一
九
八
〇
年
代
半
ば
と
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
に
や
や
主
張
が
増
え
る
傾

向
に
あ
る
。
自
民
党
も
地
方
の
利
益
推
進
に
関
す
る
公
約
文
は
少
な
か
っ
た
が
、
一
九
九
〇
年
以
降
は
増
え
る
傾
向
に
あ
り
、
や
は

り
二
〇
一
四
年
に
急
増
し
て
い
る
。
民
主
党
は
結
党
当
初
か
ら
比
較
的
地
方
利
益
へ
の
言
及
が
多
く
、
同
様
に
二
〇
一
四
年
に
よ
り

多
く
な
っ
て
い
る
。
日
本
維
新
の
会
と
維
新
の
党
は
そ
れ
よ
り
多
い
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。
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興
味
深
い
の
は
、
も
と
も
と
社
会
党
や
公
明
党
と
い
っ
た
リ
ベ
ラ

ル
・
中
道
政
党
が
地
方
利
益
の
推
進
を
訴
え
て
い
た
の
に
対
し
、
一
九

九
〇
年
代
な
い
し
二
〇
〇
〇
年
代
か
ら
は
保
守
政
党
も
言
及
が
増
え
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
自
民
党
の
場
合
、
地
域
利
益
へ
の
配
慮
は

農
業
振
興
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
い
っ
た
政
策
主
張
の
中
に
含
ま
れ
て
い

た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
後
者
よ
り
も
前
者
を
強
調
す
る
よ
う
に
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
全
体
と
し
て
、
地
方
利
益
の
推
進
に
関
す
る
公
約

文
は
増
え
る
傾
向
に
あ
り
、
特
に
二
〇
一
四
年
に
急
増
し
て
い
る
点
が

注
目
さ
れ
る
。
有
権
者
の
意
識
調
査
に
お
い
て
二
〇
一
四
年
に
「
地
域

振
興
」
が
注
目
さ
れ
た
の
も
、
こ
の
よ
う
に
政
党
が
選
挙
公
約
で
多
く

言
及
し
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

㈡　

他
国
と
の
比
較

次
に
、M

RG

／CM
P

が
公
開
し
て
い
る
他
国
の
政
党
の
選
挙
公
約

デ
ー
タ
も
併
せ
て
比
較
し
て
み
る
。
各
国
の
政
党
の
選
挙
公
約
は
、
原

則
そ
の
国
の
研
究
者
が
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
ア
メ

リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
日
本
の
二
大
政
党
な
い
し
最
大
与
党
と

最
大
野
党
の
選
挙
公
約
に
お
い
て
、
地
方
の
利
益
推
進
に
関
わ
る
文
が

18.0
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2.0

0.0
（％） 1960 1963 1967 1969 1972 1976 1980 1983 1986 1990 1993 1996 2000 2003 2005 2009 2012 2014

（年）

自民党 公明党 日本維新の会 / 維新の党 民主党 社会党 / 社民党 共産党

図 ２　各党の選挙公約の中で地方の利益推進に関わる文が占める割合の推移
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占
め
る
割
合
に
注
目
す
る
。
各
国
で
選
挙
年
が
異
な
る
た

め
、
一
〇
年
間
毎
に
割
合
の
平
均
値
を
計
算
し
た
。

図
３
の
推
移
を
見
る
と
、
日
本
の
社
会
党
・
社
民
党
・
民

主
党
が
地
方
利
益
の
推
進
を
主
張
す
る
度
合
い
は
、
こ
の
中

で
は
高
い
水
準
で
あ
り
、
自
民
党
も
ほ
ぼ
同
水
準
に
並
び
つ

つ
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
民
主
党
よ
り
も
共
和
党
の
方
が
、

一
貫
し
て
地
方
利
益
の
推
進
に
熱
心
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
で

は
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
ま
で
は
保
守
党
よ
り
労

働
党
の
方
が
地
方
利
益
の
推
進
に
関
す
る
言
及
が
多
か
っ
た

が
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
は
そ
の
傾
向
が
逆
転
し
て
い
る
。

ド
イ
ツ
の
二
大
政
党
で
は
、
地
方
利
益
推
進
の
主
張
量
に
そ

れ
ほ
ど
差
は
な
い
が
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代

ま
で
は
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
に
お
い
て
や
や
多
い
傾
向
が

あ
る
。

全
体
と
し
て
米
英
独
で
は
、
保
守
政
党
の
方
が
地
方
利
益

の
推
進
を
主
張
す
る
傾
向
も
珍
し
く
な
く
、
そ
の
傾
向
は
近

年
強
ま
っ
て
い
る
印
象
も
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
農
業
振

7.0

6.0

5.0

4.0

3.0

2.0

1.0

0.0
（％）  1960年代 1970年代 1980年代 1990年代 2000年代 2010年代

アメリカ・共和党

イギリス・保守党

ドイツキリスト教民主同盟

日本・自民党

アメリカ・民主党

イギリス・労働党

ドイツ社会民主党

日本・社会党/社民党/民社党

図 ３　�米英独日の二大政党（ないし最大与党と最大野党）の選挙公約の中で地方の
利益推進に関わる文が占める割合の推移
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興
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
よ
り
も
、
多
様
な
「
地
域
社
会
の
利
益
」
に
配
慮
す
る
と
い
う
傾
向
は
、
日
本
だ
け
で
は
な
い
と
も
考
え
ら
れ

る
。

四　

ま　

と　

め

以
上
の
検
討
結
果
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
ま
ず
、
選
挙
時
の
有
権
者
の
意
識
調
査
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
「
地

方
分
権
」
は
「
行
政
改
革
」
の
枠
を
超
え
て
、
選
挙
争
点
の
一
つ
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
の
調
査
に

よ
れ
ば
、
新
党
に
投
票
し
た
人
は
地
方
分
権
へ
の
関
心
が
高
い
傾
向
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
政
党
の
選
挙
公
約
に
お
け
る
地
方
の
利

益
推
進
に
関
す
る
主
張
の
割
合
を
確
認
す
る
と
、
リ
ベ
ラ
ル
政
党
だ
け
で
な
く
保
守
政
党
で
も
そ
の
主
張
が
増
え
て
お
り
、
特
に
二

〇
一
四
年
総
選
挙
時
に
は
全
体
的
に
言
及
率
が
高
ま
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
等
の
災
害
か
ら
の
復
興
、
地

方
自
治
体
の
人
口
減
少
と
高
齢
化
、
そ
し
て
政
府
に
よ
る
地
方
活
性
化
策
等
が
関
連
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
最

近
で
は
、
日
本
の
地
域
社
会
の
衰
退
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
を
通
じ
て
で
も
食
い
止
め
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
つ
つ

あ
る
。
し
た
が
っ
て
地
方
の
問
題
は
、「
分
権
か
」「
集
権
か
」
で
立
場
が
分
か
れ
る
「
対
立
争
点
」
と
い
う
よ
り
も
、「
地
方
を
活

性
化
さ
せ
る
べ
き
」
と
い
う
点
で
は
皆
一
致
す
る
「
合
意
争
点
」
に
な
っ
て
き
た
と
判
断
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
米
英
独
の
二
大
政
党
の
選
挙
公
約
に
お
い
て
も
、
全
体
と
し
て
地
方
の
利
益
推
進
を
主
張
す
る
傾
向
が

強
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
保
守
政
党
で
顕
著
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
地
域
利
益
へ
の
配
慮
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
そ
れ

が
他
の
政
策
か
ら
独
立
し
て
よ
り
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
欧
米
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
反
発

418



や
移
民
問
題
の
深
刻
化
か
ら
、
地
域
社
会
の
安
全
性
や
一
体
感
を
望
む
声
が
高
ま
っ
て
い
る
と
も
言
わ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
背

景
は
異
な
る
だ
ろ
う
が
、
地
方
自
治
や
地
方
分
権
に
限
ら
ず
、
地
方
の
問
題
が
政
治
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
は
共
通
し
て

い
る
と
も
い
え
る
。
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